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『居A醜聞が舘野帯幕繊弱諺酷

文化的日常生活活動・行為(CulturaI act両tiesofda‖y =ving)のこと。 iCF(国

際生活機能分類)に依拠し、参加・活動を含む日常生活で行う本人の「文化的な生活活動・

行為及び要素」をいう。 「自分らしさ」を尊重した「生きて在ることへの肯定」を、理論的に支

えることを目指す。本連載の筆者高空しげゆき氏が提唱。

料理は「素材選び、事前仕込み」から「料理の手順」、 「食べ物の盛り付け」まで、とても複雑な手順を踏みますこ同じ料理でも地方や家

によってかなりの「違い」がありますも家庭料理から地域の人が集う祭事の時の仕出し料理、友人たちを招いた時のパーティーの時の

料理まで、料理には「育った・身についた食文化」と料理に関する知識と技術(スキル)が反映します。

料理が好きな人の資質

「料理」は人が集う(社会的行為)で

もあり、また自分を表現する行為です。そ

して料理を作るプロセスで多くの人ともか

かわることもあり、をによりも「おいしい食

が楽しさを演出してくれる」文化的な要

素を持っています。

料理が好きな人には次のような特徴が

あります。

1.創造性が高く探求心も旺盛:新しい

レシピを試したり、アレンジを加えたりする

のが好きで色味や盛り付けにこだわり、

見た目の美しきを意識します。世界各国

の料理に興味を持ち、新しい食材や調

理法を試す、料理の歴史や文化につい

て学ぶことを楽しみます。

2,食へのこだわりが強く、味覚・嘆覚

が敏感:料理の味付けや香りの違いに

敏感で、微妙な変化にも気づける人で

す。調味料やスパイスの組み合わせを

考えるのも得意で知識も豊富です。素

材の質や鮮度にこだわり、外食では料理

の味やバランスを分析してしまうことが癖

の人がいます。

3.計画性があり手先が器用:包丁さば

きや盛り付けが上手で、細かい作業を昔

にしない。パンやお菓子作りなど精密

な作業にも挑戦し、片付け好きなのも特

長です。

4.人に喜んでもらうのが好き:家族や友

人に料理をふるまって「おいしい! 」と言

われるのが嬉しくて、もっと頑張ろうと思え、

高室しげゆき https://caretown.com/
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みんなに食べてもらうのが好きな人です。

5.忍耐力・向上心がある:失敗してもめ

げることなく何度も挑戦する、スキルを磨

くためにレシピ本や動画を研究する勤勉

さを持ち合わせています。

料理から読み取る「本人らしさ」

では「料理」にはどのような「本人らし

さ」 (個性)を見出せるでしょう。

「 ,味にこだわりオリジナル料理も好きこ

家庭の味や地元の味にこだわり、 「自分

基準」のある人です。

2.料理には「思いと思い出」がある:

料理には小さい頃によく食べた(家庭料

理)、外食でよく食べた料理、国内・海

外旅行で食べた料理(例:中華料理、タ

イ料理、イタリア料理)など、料理ひとつ

からたくさんの思い出が湧いてきます。

3。熱量が高く食材からこだわる:オーガ

ニック、地産地消、発酵食品など、自分

の価値観に合った食材や季節の食材を

活かし自然の恵みを楽しむ。塩や味噌の

ように特定の食材を愛用します。



4,食べるシーンや盛り付けにこだわる:

料理にちをんだ音楽をかけるのを好みま

す。照明や香りにこだわり、五感で楽し

む食卓を作ります。お酒やド)ンクとのペ

アリングを考え、食事の時間を特別なもの

にするという「本人のオシャレ感」を大切

にします。

「料理」に影響する阻害要因

料理の阻害要因は身体機能だけでな

く、体力・体調、認知機能(味覚)、個

別性(作りたい料理とレシピ料理環境)

が意欲に関係します。

1 ,身体機能の低下:加齢により立位や

かがむ姿勢、視力と集中力が必要な細

かい調理作業が難しくなる。関節炎や手

の震えなど手先の動きの低下が影響す

る。視力が低下し食材を切る、火加減を

見るなどの作業が困難になる。

2,過去の成功体験と認知機能の低下:

これまでの料理体験から「失敗したら恥

ずかしい」がストレスとなり料理すること

を控える。味覚・嗅覚の低下で味覚が感

じにくい(味覚障害)と料理の楽しさが

減る。認知機能の低下で手順の混乱が

進む。

3.つながりの減少: 「つをがり」の減少

で集まる場も減り、 「料理を振舞う」機会

が減る。

4,料理環境の変化:使い慣れた調理

器具や設備が整わない・使えないと、身

体になじんだ料理がしにくくなる。

①ふれあい

つながり

②出会い

料理の「まとまり課題」の

プランニング・ポイント

「料理」は高齢になると手順が面倒に

なり、総菜やレトルト食品、宅配弁当サー

ビスで済ますことになりがちです。とくに

単身になると「食べやすいもの」が多くな

り、偏食から低栄養になるリスクが高まり

ます。

料理を家事や健康維持だけでなく、

文化的行為(例:オリジナルメニューの新

レシピ地元料理の復活)や、人とのふ

れあい・つながり・出会い、ふるまい・も

てなしなどの要素をまとまり課題に盛り込

むことで「楽しい社会参加の行為」にす

ることで本人は動機づけられます。

質問フレーズのやりとりでシミュレーショ

ンします。

①どのような料理を作ってみたいか?

料理の好き・嫌い、得意・苦手の話題

から、これまでどのような料理をどのよう

な機会に作ることが多かったか、それが

できなくなった阻害要因を聴き取ります。

仮定質問でどのような料理なら作ってみ

たいか、を話題にしましょう。

□もし仮りに○○ができるようになったら、

どのような料理を作ってみたいですか?

(①どのような思いがあるのか?

料理にはかならず思い出やエピソードが

あります。作って喜ばれた・ほめられた、

○○では苦労した(例:食材、仕込み、

.味つけ)なとを聴き取ります。

万里子さん(84歳・女性 要介護2)

※商店街で食堂を30年間経営。 2年前に

大腸ガンで入院。視力と握力が低下。

脊柱管狭窄症

道の駅△△の地元食材を仕入れて、料理 

道具も使えるようになり、孫娘といっしょに 

子ども食堂で郷土料理をふるまいたい。 

①子ども食堂で料理をふるまいたい

②孫娘に郷土料理を伝えたい

③料理道具を使いこなせるようにリハビリしたい

(り道の駅△△に地元食材を買いに行きたい

ま
と
ま
り
化

□その料理には、どのような思い出があり

ますか?

(①どなたに食べてもらいたいか?

料理好きの多くは「誰かに食べてもらう」

ことで主観的幸福感が高まります。子とも

好きならば子ども食堂のボランティアを提

案する、家族なら時期や顔ぶれを話題に

しましょう。

□○○の料理を作ったらどなたに食べて

もらいたいですか?

(①とくにこだわりたいことはなんですか?

料理でこだわりたいことは人それぞれで

す。食材・調理料・仕込み、什器・場

所、顔ぶれ・アメニティ、時期・イベントな

どを話題にしましょう。

□○○の料理でとくにこだわりたいことは

何ですか?

(①どなたに手伝ってもらいたいですか?

阻害要因がそのままではケアプランは

「絵に描いた餅」になります。阻害要因

の解決を長期・短期目標を設定します。

ポイントとなるのが「協力者」 。家族や介

護サービスだけではなく、地域のイン

フォーマル資源に広げると思わぬ解決策

が見えてくるでしょう。

□○○の料理を作るならどなたに手伝っ

てもらいたいですか?

※まとまり課題:意欲動機づけシートなどから抽

出された複数の課題をひとつにまとめた課題。

(同連載2023年5月号参照)

ト意欲動機づけシートはケアタウン総合研究所

ウェブサイトよりダウンロードが可能

https://caretown,COm/write/di/

bo_kaigoyobou,Pdf
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